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半
夏
生
に
御
湯
神
事
催
行

天
太
玉
命
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

天
太
玉
命
神
社
の
拝
殿
‖
橿
原
市
忌
部
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
忌
部
町
１
５
３

（
祭
神
）
天
太
玉
命
、
大
宮
売
命
、
豊

石
窓
命
、
櫛
石
窓
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
金
橋
駅
か
ら
徒
歩
約

分
。
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
バ

ス
で
「
忌
部
」
下
車
す
ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
車
１
台
分
（
無
料
）

天
太
玉
命
神
社
(
橿
原
市

忌
部
町
）
は
、
曽
我
川
の
西

岸
に
鎮
座
し
、
忌
部
氏
（
後

の
斎
部
氏
）
の
祖
神
で
あ
る

太
玉
命
（
天
太
玉
命
）
な
ど

四
座
を
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

斎
部
氏
は
、
７
世
紀
に
中

臣
氏
と
共
に
天
皇
の
た
め
の

宮
廷
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
り
ま

し
た

そ
の
後

中
臣
氏
は
藤

原
氏
と
な
り
、
政
治
的
勢
力

を
拡
大
し
た
の
に
対
し
、
斎

部
氏
は
本
拠
地
の
こ
こ
に
居

住
し
、
本
社
は
氏
神
と
な
り

ま
し
た
。
祭
神
で
あ
る
太
玉

命
は
、
日
本
神
話
で
天
照

大
神
の
岩
戸
ご
も
り
の
際

に
天
児
屋
根
命
と
祭
祀
を

行
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
正
面
の
柱
の
間
が

四
つ
あ
る
四
間
社
流
造
。

そ
の
左
右
に
は
境
内
社
の
玉

依
姫
命
神
社
と
、
天
児
屋

根
命
を
ま
つ
る
春
日
神
社
が

あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
岡
本

天
王
社
も
建
ち
、
そ
の
周
り

は
ツ
バ
キ
の
木
が
多
い
た

め
、
開
花
す
る
と
、
一
面
が

赤
く
染
ま
り
ま
す
。

宮
司
は
常
駐
し
て
お
ら

ず
、
平
素
は
忌
部
町
の
自
治

会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。例
祭
は

月
で
す
が
、

７
月
の
七
十
二
候
の
一
つ

｢
半
夏
生
｣
の
期
間
に
御
湯

神
事
が
催
行
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
半
夏
生
が
始
ま
っ
た
翌

日
の
３
日
に
宮
司
と
忌
部
町

の
総
代
ら
自
治
会
に
よ
り
無

病
息
災
が
祈
願
さ
れ
、
終
了

後
、
一
般
参
拝
者
が
御
湯
を

自
宅
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

神
社
は
斎
部
氏
の
子
孫
だ

け
で
な
く
全
て
の
町
民
に
よ

り
、
毎
夕
燈
明
が
さ
さ
げ
ら

れ
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム

リ
エ
の
会
会
員

西
野
稔
）


